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【表紙：出産祝い金贈呈式（2022 年～ 2024 年）での赤ちゃん達】

【特集】祝  合計特殊出生率日本一！徳之島町の「子育て施策」紹介します。
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未就学児とその保護者
のための親子遊びの広場
として、保健センターホー
ルを開放しています。保
育士や保健師が子育て相
談にも対応しています。

ぺんぎんキッズ

家庭教育支援チーム「つ
むぎたい」を中心に、家庭
教育相談や親子体験講座、

子育てサロン「ママ navi」

の運営などを行っています。

地域で支える
家庭教育支援事業

合計特殊　出生率日本一！合計特殊　出生率日本一！

令和６年４月に厚生労働

省から発表された「平成 30

年～令和４年人口動態保健

所・ 市 区 町 村 別 統 計 」 で、

徳之島町は合計特殊出生率

が「2.25」 の 1 位 と な り ま

した。出産や子育て支援等

に関する町の子育て施策の

一部をご紹介します。

島内の産科医療機関での
出産が困難な方に対し、交
通費や宿泊費の一部助成を
行っています。

ハイリスク妊産婦
出産支援事業

島外の病院で保険適用
による特定不妊治療を受
けた方に対し、交通費や
宿泊費の一部助成を行っ
ています。

不妊治療支援事業

子育て家庭支援のための様々な活動を行ってい

る徳之島町家庭教育支援チーム「つむぎたい」は、

2024 年２月に「文部科学大臣表彰」を受賞しました。

徳之島島内で安心して
出産ができる環境を確保
するため、産科医療機関
へ助成を行っています。

産科医等確保
支援事業

産後１年未満の産婦さ
んに、乳房ケアを含めた
心身のケアや育児につい
てアドバイス等サポート
をしています。

産後ケア事業
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〇出産祝金事業
〇マタニティクラス
〇離乳食教室
〇病児保育事業
〇新生児・乳児訪問と
　妊産婦に対する訪問指導
〇子育て援助活動支援事業
　（ファミリーサポート）
〇ひとり親家庭医療費助成事業
〇任意予防接種費用助成
　（季節性インフルエンザ、
　  おたふくかぜ）　　など

祝

地域子育て支援拠点事業や病児保育等様々な子育て

関連事業を行っている「NPO 法人親子ネットワークが

じゅまるの家」は、2024 年３月に「未来を強くする子

育てプロジェクト（子育て支援活動部門）」で「スミセ

イ未来大賞・内閣府特命担当大臣賞」を受賞しました。

年長対象児・小学生・中学生の様々
な教育活動・地域活動の参加にポイ
ントを付け、地域振興券を発行して
います。子ども達の活躍と子育て世
帯の家庭教育を応援します。

われんきゃ
ポイント事業

子ども達を地域全体で見
守っていくための子育て支援
拠点として、乳幼児の親子の
つどいの場「われんきゃ広場」
を開設しています。

地域子育て支援
拠点事業

～その他の施策～

※

※合計特殊出生率は、「15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、１人の女性がその年齢別出生率で一生の間

　に生むとしたときの子どもの数に相当しますが、本統計においては、５歳階級別の出生数及び女性の日本人人口で算出しています。 

合計特殊　出生率日本一！合計特殊　出生率日本一！

徳之島町の
子育て施策

紹介します。
「 」
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賞状を手にする松田さんと町食改の皆さん

町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

の
松
田
弘
子
さ
ん
（
91
）
＝
徳
和
瀬
＝

が
、
令
和
６
年
度
全
国
食
生
活
改
善
推

進
員
連
絡
協
議
会
の
名
誉
会
員
賞
を
受

賞
し
、
６
月
11
日
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
賞
状
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。
松
田

さ
ん
は
昭
和
49
年
に
町
食
生
活
改
善
推

進
員
と
な
り
、
地
域
の
食
生
活
改
善
や

食
文
化
継
承
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
。

50
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
活
動
さ

れ
、
同
推
進
員
の
模
範
と
し
て
表
彰
に

至
り
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
徳
之
島

町
の
食
改
会
員
初
の
受
賞
と
な
り
、
当

日
は
町
食
改
の
吉
川
会
長
か
ら
松
田
さ

ん
へ
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
弘
子
さ
ん
、
全
国
食
改
推
進
員
連
絡
協
名
誉
会
員
に

教
育
功
労
と
し
て
、
元
公
立
小
中
学

校
長
の
富
澤
洋
夫
氏
（
88
）
＝
井
之
川

＝
が
瑞
宝
双
光
章
を
授
与
さ
れ
、
６
月

24
日
、
役
場
で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し

た
。
富
澤
氏
は
昭
和
31
年
に
国
立
大
阪

学
芸
大
学
池
田
分
校
を
卒
業
後
、
当
時

の
亀
津
町
立
亀
徳
小
学
校
へ
教
員
と
し

て
初
赴
任
。
奄
美
群
島
内
各
地
の
中
学

校
で
勤
務
さ
れ
、
昭
和
60
年
に
は
県
教

育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事
と
し
て
行

政
職
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
63
年

か
ら
は
学
校
長
を
勤
め
、
最
後
の
赴
任

校
亀
津
小
学
校
を
平
成
８
年
に
退
職
。

永
年
に
わ
た
り
教
育
の
充
実
・
振
興
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
教
育
功
労
で
富
澤
洋
夫
氏
へ
瑞
宝
双
光
章

町教育委員会関係者も同席して行われた伝達式

協定書を手にする環境省・北橋所長と三町長

徳
之
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
式

が
６
月
17
日
、
町
役
場
で
あ
り
、
環

境
省
沖
縄
奄
美
自
然
環
境
事
務
所
の

北
橋
義
明
所
長
と
、
同
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
協
議
会
会
長
の
高
岡
秀
規
徳

之
島
町
長
に
よ
り
協
定
書
が
取
り
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
の
運
営
を
担

う
同
運
営
協
議
会
は
、
環
境
省
奄
美

群
島
国
立
公
園
管
理
事
務
所
、
鹿
児

島
県
奄
美
世
界
自
然
遺
産
室
と
、
徳

之
島
町
、
天
城
町
、
伊
仙
町
の
会
員

で
構
成
。
本
町
花
徳
に
整
備
中
の
同

セ
ン
タ
ー
は
今
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
で
協
定
締
結

池田支部長（写真右）と豊村会長（写真左）

鹿
児
島
県
遊
技
業
協
同
組
合
徳
之
島

支
部
か
ら
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議

会
へ
10
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
６
月
10

日
、
寄
附
金
贈
呈
式
が
役
場
で
あ
り
ま

し
た
。
同
組
合
か
ら
の
寄
附
は
今
回
で

４
年
連
続
４
回
目
。
池
田
敏
博
徳
之
島

支
部
長
は
「
山
中
に
捨
て
ら
れ
た
粗
大

ご
み
を
目
に
し
、
景
観
保
護
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と
が
寄
附
の
き
っ

か
け
。
自
然
保
護
の
た
め
有
効
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
豊
村
祐

一
会
長
へ
寄
附
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
は
自
然
保
護

に
係
る
普
及
啓
発
等
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
遊
協
徳
之
島
支
部
、
自
然
保
護
協
へ
４
年
連
続
寄
附
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三味線と伸びやかな歌声を披露した夕凪会

「
第
39
回
島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭

典
」
が
６
月
30
日
、
町
文
化
会
館
で

あ
り
ま
し
た
。
徳
之
島
の
大
切
な
文

化
で
あ
る
島
口
・
島
唄
の
継
承
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
同
祭
典
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
シ
マ
グ
チ
よ
甦
れ
。

島
の
心
を
見
直
そ
う
」。
祭
典
に
は
、

子
ど
も
か
ら
最
高
齢
は
90
代
ま
で
、

８
組
の
団
体
・
個
人
が
参
加
し
、
島

唄
や
三
線
、
島
口
を
披
露
し
ま
し
た
。

来
賓
の
高
岡
秀
規
町
長
、
主
催
者
代

表
の
福
宏
人
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
や

司
会
進
行
も
ほ
ぼ
島
口
で
行
わ
れ
、

来
場
者
は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
方
言

や
島
唄
の
魅
力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

伝
統
文
化
伝
承
へ
、
島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭
典

第
74
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

出
発
式
が
７
月
１
日
、
町
役
場
で
あ
り
、

町
の
保
護
司
か
ら
福
教
育
長
へ
、
内
閣

総
理
大
臣
と
鹿
児
島
県
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
同
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直
り

を
支
え
、
安
全
・
安
心
で
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
、
７
月
が
運
動
の
強
化
月
間
・
再
犯

防
止
啓
発
月
間
。
本
町
で
は
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
８
人
の
保
護
司
が
中
心
と

な
っ
て
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
同
日

は
運
動
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
町
内

の
小
・
中
学
校
へ
の
訪
問
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式
、
保
護
司
が
学
校
訪
問

運動に取り組む保護司の皆さんと町関係者

高低差の激しいバイクコースを懸命に駆ける選手たち

「
第
37
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之

島
大
会
」
が
６
月
23 

日
、
徳
之
島
を

一
周
す
る
全
長
95
・
８
㌔
の
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
の
部
に

４
１
４
人
、
リ
レ
ー
の
部
に
58
組
が

出
場
。
今
年
は
風
と
波
の
影
響
で
ス

イ
ム
が
２
㌔
か
ら
８
０
０
㍍
に
短
縮

さ
れ
、
30
分
遅
れ
で
ス
タ
ー
ト
。
真

夏
日
の
日
差
し
と
強
風
の
中
の
過
酷

な
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
バ
イ
ク

コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
た
徳
之
島
町

で
は
、
北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
鉄

人
た
ち
が
疾
走
。
沿
道
で
は
地
元
住

民
か
ら
選
手
へ
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
、
交
通
整
理
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大

会
運
営
と
出
場
選
手
の
頑
張
り
を
支

え
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之
島
、
強
風
で
過
酷
な
レ
ー
ス
に選手の頑張りを支えたエイドのボランティア
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「夏休み親子料理教室」「夏休み親子料理教室」

参加者募集！参加者募集！

日時

場所

対象

内容

費用

申込

令和６年８月 31 日（土）　午前９時 30 分～午後１時　

徳之島町生涯学習センター２Ｆ調理室

調理動作ができるお子様、保護者

島の食材を使ったお料理

１人 500 円（料理教室当日に集めます。）

令和６年８月 13 日（火）より電話受付を開始します。先着順となりますので、

お早めに農林水産課（電話：0997-82-1150）へお申込みください。

※当日は、エプロン・三角巾・マスク・参加費・ハンドタオル・水分補給のための水筒等をご持参ください。

「夏休み親子料理教室」の参加者を募集します。８月 13 日

（火）から、先着 10 組（※ 1 組 2 名）で受付を開始します。

参加ご希望の方はお早めに農林水産課へお申込みください。

　家族で楽しく

地産地消クッキング♪
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 8 月号

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式への参列を希望されるご遺族を、以下の内容で募集します。お申

込みは住民生活課へ、追悼式の詳細については県庁社会福祉課へお問い合わせください。

●期日＝令和６年 11 月 14 日（木）午後１時 30 分から２時 30 分まで
　　　　※前日からの団体行動になります。

●場所＝鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和記念公園内　摩文仁の丘）

●対象者＝沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方の配偶者及び三親等内のご遺族

●申込期間＝令和６年 8 月１日（木）～令和６年８月 30 日（金）

●募集人数＝７人（鹿児島県内全市町村で）※申込多数の場合は、選考となります。

●申込先＝住民生活課国民年金係

●問合せ先＝住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1114   県庁社会福祉課 ☎ 099-286-2828

住民生活課へお申込みください

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」参列遺族を募集します
住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1114　県庁社会福祉課　☎ 099-286-2828問

町では、一般の生ごみの減量化推進のため、「ベランダ de キ
エーロ」の普及に取り組んでいます。「キエーロ」は電力を使
わずに、土や太陽等の力で生ごみを堆肥化する小型生ごみ処理
器です。ご家庭から排出される生ごみの減量化して資源として
再利用してみませんか？

●販売価格＝ 1,500 円　●販売基数＝ 60 基（予定）

●販売場所＝町シルバー人材センター（町から製作・販売を委託）

お家でごみダイエット♪

生ごみ処理容器「キエーロ」を販売しています
住民生活課　☎ 0997-82-1114 　町シルバー人材センター　☎ 0997-82-2772問

「○○ペイで返金」は詐欺を疑って！
ネット通販で商品を注文した消費者が、販売業者から「在庫が欠品のため決済アプリを使って

返金する」と言われ、スマホで返金手続きを誘導されているうちに、「返金」してもらうはずが
いつの間にか「送金」してしまっていた、という相談が鹿児島県内の消費生活
相談窓口に寄せられています。「○○ペイで返金します」と言われたら詐欺を
疑ってください。相手の指示に従ってスマホを操作しないようにしましょう。

消費者ホットライン　電話：局番なし１８８（イヤヤ）

大島消費生活相談所　電話：０９９７- ５２- ０９９９

徳之島町消費生活相談窓口（企画課）　電話：０９９７-８２-１１１２

消費生活
相談窓口 （9：00 ～ 17：00　土日祝日除く）

（8：30 ～ 17：00　土日祝日除く）
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 8 月号

【お問い合わせ】

徳之島愛ランドクリーンセンター　☎０９９７-81-7855　

徳之島町住民生活課  ☎０９９７-82-1114

ペットボトルの無料回収（試験的に３カ月間）と
使用済小型家電製品のリサイクル回収が始まります

～令和６年 10 月より～

現在、黄色の有料指定袋（資源物袋）で回収しているペットボト
ルを、令和６年 10月～ 12 月までの３カ月間、リサイクル可能な
状態に限り試験的に無料回収します。

大切な資源として、リサイクルにご協力ください。

～ペットボトル無料回収について～

令和６年 10月から役場に設置する回収ボックスにて、リチウムイオン電池が内蔵されてい
る使用済小型家電製品等の無料回収を始めます。対象製品は以下の製品です。「燃やせないご
み」で出さず、大切な資源として、リサイクルにご協力ください。

～使用済小型家電製品のリサイクルについて～

・ノート PC　・携帯類（スマートフォン、タブレット）　・ゲーム機類　
・カメラ類（ビデオカメラ、デジタルカメラ）　・電子辞書　・IC レコーダー
・補助記憶装置（USB メモリ等）　・電動歯ブラシ　・ラジオ　・トランシーバー　　
・携帯音楽プレーヤー　・携帯用扇風機（ハンディファン）　　・ドライヤー
・デジタルヘルスメーター　・電子体温計　・電動シェーバー　・電動バリカン　
・卓上計算機　・デジタル時計　・補聴器

※リサイクル可能な状態とは、キャップ（ふた）とラベルを外
し、中をすすいだ状態のものです。キャップ・ラベルがつい
た状態の違反物は回収しません。

※中身（ペットボトルの状態）が確認できる透明な袋で、各地
区で定められた曜日にごみステーションへ出してください。

※これまで通り黄色の有料指定袋（資源物袋）でも出すことが
できますが、その場合も必ずリサイクル可能な状態で出して
ください。

※対象製品以外のものを回収 BOX に入れないでください。

※ノート PC や携帯電話などは、必ず自身の責任で個人情報等のデータを消去してください。

※クリーンセンターへ持ち込む際は事務局窓口へ持ち込んでください。

対
象
製
品

➡
➡

キ
ャ
ッ
プ
と

　
ラ
ベ
ル
を
外
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

　
中
を
す
す
ぐ

透
明
な
袋
で

　
指
定
日
に
出
す
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○申告書等控えへの収受日付印の押なつの見直しについて
国税庁・国税局・税務署では、税務行政のデジタル化における手続の見直しの一環として、令

和７年１月から、申告書等の控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。令和７年１
月からは、申告書等を書面で提出する際には、申告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）し
ていただきますよう、お願いします。

また、申告書等の提出年月日は、必要に応じて、ご自身で記録・管理をお願いします。
　※対象となる「申告書」とは、国税庁・国税局・税務署に提出（送付）される全ての文書です。

○申告書等の提出は、e-Tax をご利用ください
申告書等を e-Tax により提出した場合は、メッセージボックスから送信日時や申告内

容を確認することができます。詳細は、国税庁の HP（右記 QR コード）よりご覧ください。

○国税に関するご質問・ご相談は、「国税相談専用ダイヤル」へ

　　　０５７０－００－５９０１（コクゼイ）（全国一律料金）
　　　受付時間　平日８：30 ～ 17：00（土日祝日及び 12 月 29 日～１月３日を除く。）
※税務署で面接によるご相談を希望される場合は、事前予約が必要です。所轄の税務署へ電話して

音声案内「２」を選択してください。

徳之島町商工会 ＜お問合せ＞ 徳之島町亀津

商品券ご利用期間 ※期限後は無効になります。

令和 年 月 日 火 ～令和 年 月 日 火

プレミアム付商品券
完売次第
販売終了

５日以降は、在庫がある場合に限り、徳之島町商工会で販売いたします。 販売時間 時～ 時

亀津
地区

東天城
地区９月３日㈫ 時～ 時 ９月４日㈬ 時～ 時

徳之島建設会館
（ジョイフル隣）

前川生活館 花徳会場 会場

※ セットを上限に販売します。 ※ セットを上限に販売します。

徳之島町町民 歳以上に限る １世帯につき、５セットまで購入できます。
注意事項 ①商品券の代理購入・転売はできません。

②商工会加盟取扱店舗にて利用できます。取扱店一覧表は、商品券購入時にお渡しします。
③台風等荒天で販売が難しいと判断された際は、 月 日㈫・ 日㈬に延期いたします。

～徳之島町商工会プレミアム付商品券発行事業～

販売の
ご案内

～国税だより～

国税庁 HP
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【ご挨拶】教育長再任にあたって

教育委員会だより
学校教育課 ☎０９９７—８２—１３０８

社会教育課 ☎０９９７—８２—２９０４

問

「子ども第三の居場所」2025 年 4 月運営開始へ

亀津がソフトボール競技４連覇

問

この度、町長の任命と町議会のご同意をいただき、教育長を再度拝命すること

となりました。２期６年を終えて３期目を迎えるにあたり、改めてその職責の重

さに身の引き締まる思いです。

これまでにも様々な取り組みを行って参りましたが、教育の在り方が大きな転

換期にある今、島の子ども達の教育を、未来に向けてさらに拡げていかなければ

ならないと考えています。

令和４年度に策定された第６次徳之島町総合計画には、町が目指す将来像

「We‘re OPEN」が掲げられ、将来を担う子どもたちが、「新たな夢や目標に挑戦

できる」、「島内外で様々な経験ができる」、「豊かな個性や能力を最大まで伸ばす

ことができる」、「豊かな自然や希少動植物と共生できる」まちづくりを目指しています。

この計画の内容を反映し、町では現在、今後５年間を見通した「島われんきゃ教育ビジョン」の策定を行っ

ています。同ビジョンの４つの柱、①学びを変える 新学士村プロジェクト、②誰一人取り残さない フーガプロ

ジェクト、③未来は自分で創る ニライカナイプロジェクト、④学校魅力化を一緒に ヤンキチシキバンプロジェ

クトを軸に、教育の充実・発展に取り組みたいと考えています。この島われんきゃ教育ビジョンについては、

今後町広報紙等で改めてご紹介させていただく予定です。

昨今の急激な社会状況の変化の中で、子ども達も多様化しています。島の子ども達「島われんきゃ」のため、

時代の変化と子ども達の変化に対応していく教育に誠心誠意取り組んでまいります。微力ではありますが全力

を尽くす所存です。引き続き、皆様の御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

									         徳之島町教育委員会教育長　福  宏人　

「子ども第三の居場所」助成決定書授与式が 6 月 14 日、町役

場であり、B ＆ G 財団の朝日田智昭常務理事から高岡町長へ助成

決定書が授与されました。日本財団・B ＆ G 財団が全国展開する

「子ども第三の居場所」事業は、困難な状況下にある子どもたち

の支援を目的に、子どもが安心して過ごせる施設を整備・運営す

る事業で、施設整備のための開設費 5,000 万円と、3 年間の運営

費 4,320 万円の最大 9,320 万円が助成されます。施設は本町亀

津の生涯学習センター近くの町有地に整備され、2025 年 4 月か

ら運営が開始される予定です。

町スポーツ少年団交歓大会のソフトボール競技を６月

８日、町健康の森総合運動公園で実施しました。

大会は亀津野球、亀徳野球、神之嶺ドリームスの３チー

ム総当たり戦。梅雨時期で当日は雨天でしたが、幸運に

も試合中は雨が止み、全試合を実施。大会は亀津の打線

が火を噴き、４連覇の栄冠に輝きました。大会結果は次

のとおりです。【１位：亀津野球▽２位：神之嶺ドリー

ムス▽３位：亀徳野球】 大会４連覇の亀津野球スポーツ少年団

朝日田常務理事（写真左）と高岡町長（写真右）
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０
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９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
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近
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落
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３
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ザ
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。
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郷
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料
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大
屋
匡
史
）

国民保護法で指定する避難施設について
鹿児島県では、武力攻撃事態等において住民を避難させ、又は避難住民等の救援を

行うため、あらかじめ避難施設を指定しています。県のホームページでは、避難施設
の一覧を掲載しているほか、国の国民保護ポータルサイトとリンクして、利用者が現
在地付近の避難施設情報を簡易な操作で確認できるようにしています。

【徳之島町の避難施設一覧】南原研修館、尾母小中学校、亀津中学校、亀津小学校、亀徳小学校、徳之島町陸
上競技場、神之嶺小学校、井之川中学校、下久志分校、母間小学校、花徳小学校、轟木へき地保健福祉館、畦
集落センター、手々小中学校、金見研修館、山小学校、山中学校、亀津公園、県立徳之島高等学校屋内運動場

鹿児島県 HP

県危機管理課危機管理係

☎ 099-286-2255

井之川集落の浜下り
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『なすのぼうしや』

しろくまおふとん／作・絵〔絵
本〕

大きいぼうし、小さいぼうし。

なすのぼうしやには、いろい

ろなぼうしがありますが、な

かなかうれません。そこでな

すのぼうしやは、なすらんどをつくり、ぼうしをチケッ

トにすることに。なすらんどは大人気になりますが…。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『なんで死体がスタジオに !? 』

森 バジル／著〔小説〕

「次がダメなら制作を外す」と宣告
されているバラエティプロデュー
サー・幸良涙花が進退をかけて挑
む番組は、その名も「ゴシップ人
狼」。奮闘する幸良が本番前に出
会ったのは、「大御所俳優・勇崎恭
吾の死体」だった！

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『ワーク・イズ・ライフ　宇宙一チャ
ラい仕事論』

近藤 康太郎／著〔一般書〕

毎日をハッピーにするには「好き
な仕事の比重を増やすこと」と「好
きでない仕事をおもしろくするこ
と」だ。そのために必要な要素が、
<勉強 >と <遊び >である。ベス
トセラー作家で猟師の著者による
人生講座。

の図書館展示

〇夏いろいろ　

○課題図書

○自由研究　

8 月

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

《８月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 11 日（日）　、 20 日（火）
　【花徳支所】 ２日（金）、22 日（木）

『気をつけよう ! 海賊版・違法ダウ
ンロード 3』

上沼 紫野／監修、メディア・ビュー
／編〔一般書〕

「アニメが無料で見放題」そんな動
画サイトにアクセス、ちょっと持っ
た！それ海賊版かもしれませんよ。
インターネット上で誰もが簡単に情

報を飛ばしたり、データを集めたりできるようになった現
在。子どもたちを海賊版や違法ダウンロードから守るため
に正しい作品の利用のしかたがわかる本です。

お知らせ

○イベント

　わきゃ島塾 第３回

　「徳之島の食について　 地元の食材を使った郷土食」

　【講師】 吉川　洋子 氏

　　　　　　　　　（食生活改善推進連絡協議会会長）

　【日時】 8/10（土）午後２時～午後４時

　【場所】 町生涯学習センター２階調理室

○おはなしの時間

　0 歳～　　8/4（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　8/10（土）、8/24（土）午後 2 時 30 分～

わきゃ島塾 第４回　『徳之島の文化』

受講者を募集しています！

　【日時】 9/22（日）午後２時～午後３時 30 分

　【講師】 町田　進 氏

　	   （徳之島町文化財保護審議会委員長）

　　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

　参加方法や内容など、 ご不明な点は図書館へお問

　い合わせください。

☆職員おすすめ本☆　    
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《
助
産
師
が
教
え
る
出
産
と
お
っ
ぱ
い
の
不
思
議
》

〇
出
産
の
流
れ
と
陣
痛
を
の
り
こ
え
る
ポ
イ
ン
ト　

〇
母
乳
育
児
に
つ
い
て

〇
産
後
の
マ
マ
を
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
26
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
の
方
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
８
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ

る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

熱中症予防のために熱中症予防のために 熱中症アラート熱中症アラート

にも注意！にも注意！

【出典：厚生労働省「熱中症の予防についてのリーフレット」、政府広報オンライン】

熱中症が疑われる人を見かけたら（主な応急処置）熱中症が疑われる人を見かけたら（主な応急処置）

※自力で水が飲めな※自力で水が飲めな
い、応答がおかしい、応答がおかし
い時は、ためらわい時は、ためらわ
ずに救急車を呼びずに救急車を呼び
ましょう！ましょう！

※応急処置をしても※応急処置をしても

症状が改善されな症状が改善されな

い場合は医療機関い場合は医療機関

を受診しましょう。を受診しましょう。

熱中症の症状熱中症の症状

〇のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分を補給
〇エアコン等で温度をこまめに調整
〇遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
〇外出時には日傘や帽子を着用
〇天気の良い日は日陰の利用、こまめな休憩
〇吸湿性・速乾性のある通気性の良い衣服を着用
〇保冷剤、氷、冷たいタオルなどで体を冷やす

暑さを避ける！＋こまめに水分補給する！暑さを避ける！＋こまめに水分補給する！

目安は１日当たり1.2リットル！目安は１日当たり1.2リットル！
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◇
６
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

勇
田
タ
ツ
子
　
89
　
亀
　
徳

朝
　
　
未
雄
　
96
　
　
山
　

盛
　
　
光
久
　
70
　
亀
　
徳

南
　
ヒ
サ
エ
　
99
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

東
　
　

み

こ

と

美
琴
（
海
　
斗

美
　
里
） 

亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,517 人

 男 4,689 人

 女 4,828 人

世帯数 4,581 戸

　

（-７）

（-５）

（-２）

（-３）

（括弧内は先月との比較）

令和６年７月１日現在

戸
籍
の
窓

※令和 2年国勢調査に基づく推計

  人口です。

東
　
　
海
志
＝
　
亀
　
津

前
元
　
萌
那
＝
　
亀
　
津

武
　
　
真
琴
＝
　
花
　
徳

知
花
　
美
空
＝
　
亀
　
津

嶺
山
　
雄
亮
＝
　
花
　
徳

中
村
　
美
鈴
＝
　
花
　
徳

第 41 回どんどん祭り

笑顔が素敵な松さん。健康の秘訣は、食事は何でもよ
く噛んで食べることと、時々、家の周りを散歩することです。日
中は、椅子に座りながら外をながめたり、昼寝をしたり、無理せ
ず自分のペースでゆったりと過ごしています。楽しみは、地域サ
ロンに行って体操をしたり地域のみなさんと話をすることです。
下久志の地域サロンでは集落行事とあわせて子どもも参加するた
め世代を超えた交流がとてもうれしいそうです。これからも、笑
顔で元気にお過ごしください。

わっきゃまちの

松  榮二さん
下久志（93 歳）きまいたりっちゅ !

きまいたりっちゅ !

パレード参加団体募集

申込み締切りは令和６年８月 30 日（金）まで！

今年のどんどん祭りのパレードは、 徳之島町役場駐車場から亀津新漁港特設ステージまでの約 600 ｍで開催し

ます。 パレード中は 「ワイド節」 「花の徳之島」 の２曲と、 ハロウィンをイメージした音楽を流します。 ハロウィンの

仮装も大歓迎！町一大イベントのどんどん祭りパレードへ、 地域や職場の仲間で参加してみませんか？詳しくはお

もてなし観光課 （☎ 0997-83-0731） までお問い合わせください。 みなさまのご参加お待ちしています。

令和６年 10 月 26 日（土）開会式 16：30 ～（予定）


